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登場人物


　

小田切　紗江（おだぎり・さえ）

　

いわき明星大学 教養学部２年

専門教育科目　■メジャー：地域と社会　■サブメジャー：地域公共政策

　

　入学して一年経ったものの、いまだ自分の将来の道が見つからない呑気なモラトリアム少女。高校時代の憧れ、齋藤先輩のいる吹奏楽団に入りホルンを担当しているが、なかなか上達しない。楽団のお荷物になっていること、齋藤先輩がもうすぐ卒業すること、将来のこと、考えれば考えるほどモヤモヤしてくる自分を最近持て余し気味。痩せの大食いで食欲旺盛。甘いものも好き。自転車で大学に通っている。大学キャラクターの『アドちゃん』が大好き。

　

　

陣内　耕太郎（じんない・こうたろう）

　

いわき明星大学 教養学部２年

専門教育科目　■メジャー：地域と社会　■サブメジャー：地域とビジネス

　

　いわき明星大学教養学部２年生。紗江の友人。実家はいわき市内の弁当屋。元気で熱い男だが、若干味覚に難あり。東日本大震災の直後、避難所に弁当を届けたことがきっかけとなって、自分が作った弁当で人を幸せにできることに将来の道を見出す。実家の弁当屋を継ぐため、いわき明星大学に入学して経営や流通、サービスマネジメント等を学んでいる。

　

　

桜井　知恵理（さくらい・ちえり）

　

いわき明星大学 薬学部２年

　

　いわき明星大学薬学部２年生。紗江とは中学時代からの親友。高校では紗江と一緒に水泳部に所属していた。大学でも水泳を続けている。クールな性格で紗江のよき相談相手。地元の調剤薬局チェーンの一人娘のため、卒業後は調剤薬局を継ぐ予定。将来の選択肢がないことを嘆くが、訪れた人がリラックスできる「居心地のいい調剤薬局」をつくる夢も持っている。

　

　

齋藤　善（さいとう・ただし）

　

いわき明星大学 教養学部４年

専門教育科目　■メジャー：地域と社会　■サブメジャー：復興支援

　

　いわき明星大学教養学部４年生。紗江の憧れのセンパイ。三人兄弟の末っ子。音楽好きの両親の影響で幼い頃からクラリネットを吹く。現在、就職活動中で復興関連の地元企業を希望している。成績優秀で優等生タイプだが、軽く天然が入っている。恋愛には鈍感で、紗江の想いにはまったく気がついていないよう。

　

　

田処　加奈子（たどころ・かなこ）

　

いわき明星大学 教養学部３年

専門教育科目　■メジャー：国際コミュニケーション　■サブメジャー：教職

　

　いわき市出身だが東京育ち。父親の希望で、高校卒業後、家族でいわき市にUターン。地元復興関係の仕事に就いた両親に影響されて、加奈子自身も地元の学校の英語教師を目指す。紗江にとって頼れるお姉さん的存在で、学生食堂で食堂のおばちゃんに悪態をついていた男子学生を紗江の目の前でとっちめたことをきっかけに仲良くなった。

　

　

相沢　祥平（あいざわ・しょうへい）

　

いわき明星大学 教養学部２年

専門教育科目　■メジャー：心理と人間行動　■サブメジャー：ICT（情報通信技術）

　

　紗江のクラスメート。遊び人のギーク（パソコンオタク）。高校時代にアメリカへの留学経験があり、英語が堪能。地元や大学の居心地がよくないらしく辛辣な物言いをすることが多い。卒業後は地元を離れて東京で就職するつもりでいる。イケメンだがなにかと一言多く、回りにいる人をイラッとさせる。

　

　

雛形　弥生（ひながた・やよい）

　

いわき明星大学 教養学部２年

専門教育科目　■メジャー：国際コミュニケーション　■サブメジャー：日本語・日本文化

　

　吹奏楽団での紗江の練習仲間。フルート担当。地元の老舗旅館の娘で、いわゆる良家の子女。口癖は「ごきげんよう」。おっとりとした典型的な天然少女。ただし恋愛に関しての勘は鋭く、紗江の善への想いに気づいている。いつも優しく紗江をフォローしてくれる。

　

　

竹本　尚樹（たけもと・なおき）

　

いわき明星大学 教養学部 教授

いわき明星大学 吹奏楽団 音楽総監督

　

　いわき明星大学の教授。吹奏楽団の音楽監督、指揮者を務める。面倒見がよく学生思いだが、指導は厳しく、ときに大声が出ることも。吹奏楽団の活動を通じて、学生一人一人が大切な何かに気づいてくれることが願い。髭の手入れに余念がない。


第一話


　

「その背中のデカいバッグの中身はなんだい？」

　T字路を左に曲がって、ニュータウン入り口の坂を自転車で登っていたら、突然後ろから声をかけられた。振り返ったら自転車用のヘルメットを被ったオジサンがすぐ後ろにいた。

　大きな星マークのついたウェアに速そうな自転車。競輪の選手？　いわきには競輪場があるので練習している選手をときどき見かける。オジサンはひょいっと私の横に並んだ。

「ホルンです」

「え？　何を掘るの？」

　思わず吹きだしそうになった。

「楽器ですよ、楽器。えっと、金属の管でできた丸いやつ」

「ラッパの親戚かい？」

「そうです。……気難しい親戚っていう感じです」

「あっはは、その親戚とは折り合いが悪いのか」

　私の答えがツボにハマったのか、ひとしきり競輪選手のオジサンは笑っていた。

　よりによってこんな気難しい楽器を選んでしまうというのが私の要領の悪いところだ。なにしろ管がぐるぐる巻かれているカタチがすでに難しそうなのに。この楽器がギネスブックに「世界で一番難しい金管楽器」として認定されていると知ったのは、随分あとになってからだ。

「で、上手なのかい？」

「へたくそです……」

「そういう楽器は息が続かないとうまく吹けないんだろう？」

「私、元水泳部ですからその点はバッチリです」

「おお、そうか！　俺たちの世界も肺活量がないと勝負にならんからな。とは言っても肺活量があればすぐに速く走れるかというと話が別だけどな。きっとその楽器もそうなんだろ？」

「ううっ、痛いところ突きますね」

「まあ、なんでもそうだよ。そう簡単には上達はしないもんだ。そんなに簡単にどんどん速いヤツが現れたら俺は商売あがったりだ」

　オジサンは私の顔を見てにやりと笑った。

　ここ、いわき市は吹奏楽が盛んな町だ。小学校から大学まで、多くの学校に吹奏楽部があるし、全国大会で優勝するようなレベルの部もたくさんある。もちろん社会人の楽団もある。

「うちの大学でも演奏会がありますから、よかったら聴きに来てください。私、団員ですから。この先のいわき明星大学の」

「おう、今度聴きに行くよ。じゃあ、頑張れよ、ホルン吹きの美少女！」

（び、美少女って…！）

　オジサンはそう言ってスピードを上げると、あっという間に坂の向こうに消えていった。

　美少女と言われてちょっといい気分になったけど……、ここ最近続いている心のモヤモヤにそれはすぐに飲み込まれてしまった。

　ふう……。

　私、最近、ため息ばかりついているような。

　

　南門からキャンパスに入り、駐輪場の一番奥に自転車を停めた。

　校舎に向かう階段を登り切り、振り返って学生用の駐車場を見回すと、いつも知恵理ちえりが停める辺りに彼女の赤いクルマが見当たらない。あれ、今日は朝から講義があったはずなのに。

　私の名前は小お田だ切ぎり紗さ江え。この大学の教養学部二年生だ。知恵理っていうのは中学からずっと一緒の私の親友だ。

　厚生館の一階を覗くと白衣を着た薬学部の男の子がいた。

「ねぇ、桜井知恵理を見なかった？」

「このあと臨時休講だからいったん家に戻って、そのあと泳ぎに行くって言ってたよ」

　ああ、まったくもう！　肝心なときにいないんだから。モヤモヤしたこの気分を早く知恵理にぶちまけたいのに！

　我ながら勝手な言い分に心の中で苦笑い。しょうがない。とりあえず午後の講義が始まる前に何か食べよう。そう思って学食の階段を登ろうとしたら後ろから声をかけられた。

「小田切、ナイスタイミング！」

　陣じん内ない耕こう太た郎ろうが白い袋をぶら提げて走ってきた。

「今日のは自信作だぞ！」

　白い袋の中身は耕太郎が作った新作のお弁当だ。耕太郎の家はいわきの駅から少し離れたところでお弁当屋さんをやっている。うちのお父さんが勤めている会社の近くなので、お父さんもときどき買いに行くと言っていた。店構えは小さいけれど、結構おいしいと地元では評判のお弁当屋さんだ。但し、その評判は耕太郎じゃなくて、耕太郎のお父さんの腕によるものだけどね。

「耕太郎の自信作はアテにならないからなぁ」

「まあそう言わずに。今日のはホントに自信作だから」

　耕太郎とは一年のときにコミュニケーション研修で同じグループだった。研修後にそのグループで食べ放題のお店に行ったとき私が大食いだとバレて、それ以来、ときどきこうやって新作弁当の試食を頼まれているのだ。食費も浮くし気軽に引き受けてはいるものの、あまりに独創的すぎて、一口食べて「これはちょっと無理」ということもある。大当たりのヒット率は二割くらいかな。

「天気もいいし、噴水のところで食おうぜ」

　そう言うと耕太郎はこちらの答えも聞かずに講義館の吹き抜けに向かって歩いていく。後ろをついていくと鼻唄でなにか歌ってる。

（ドラえもんの歌？）

　ああ、耕太郎よ、私にその脳天気さを少し分けてほしいよ。

　吹き抜けの先にある噴水のところのベンチで耕太郎が広げたお弁当は、ご飯の上に刻んだレタスとトマト、その上にハンバーグ、そしてハンバーグの上に目玉焼きが載っていた。

「今日のは自信作だぜ。ロコモコ丼弁当。いわきと言えばハワイアン。ハワイと言えばロコモコ丼だろ。ということで、ポイントは俺特製のちょっと甘めのこのドレッシング！」

　小さな容器に入れたドレッシングを袋から取り出すと、耕太郎はそれをハンバーグの周りにぐるっとかけた。

「ささっ、どうぞ。目玉焼きとハンバーグを崩して、レタスやトマトとご飯をぐしゃっとまぜて一気に食うんだ」

「なんだかそれ、野蛮な食べ方だよ」

「そうやって食うのが一番ウマいんだよ」

「ふーん……。では、いただきます」

　渡されたスプーンで言われたとおりに目玉焼きとハンバーグを崩して、ぐしゃっとまぜて口に運んだ。玉子の黄身とハンバーグのデミグラスソースと特製ドレッシングがまざった濃厚な味が口の中に広がった。

（あ、おいしい）

「どうだ、うまいか？」

　ここでこのセリフを言うのが耕太郎のお約束だ。

「結構おいしいかも」

「だろー！ 雪菜も大絶賛だったぜ」

　雪菜ちゃんというのは耕太郎の中学生の妹だ。耕太郎の妹とは信じられないくらい可愛い。

「確かに雪菜ちゃんとか育ち盛りのコが好きそうな味だと思う。ボリューム感もあるし」

「小田切だってまだ育ち盛りだろう」

「あたしはもうカロリーとかいろいろ気になるお年頃なの」

「うそつけ。気にしてるヤツは学食でカレーの大盛りとか食わないよ」

「そういうこと言ってるともう試食してあげないよ！」

「悪い悪い。お茶買ってくる」

　耕太郎は走ってお茶を買いにいった。私はあらためてじっくり味わいながらお弁当を食べ進めた。確かにこれはおいしい。今まで試食した耕太郎のお弁当の中でも三本の指に入る。これなら学食で口直しをしなくても済むや。一食分浮いた。

　戻ってきた耕太郎は買ってきたお茶を私の前に置きながら、にこにこしている。

「小田切の食べっぷりはいいよな。ホント、食い物屋にとっては天使のようだよ」

「それ、ガツガツ食べるって言われているみたいで、なんだかあんまり嬉しくない」

「そんなことないさ。食べ物屋って言っても俺んちは弁当屋だから、買ってくれた人がウチの弁当を食べるのを目の前で見る機会ってそんなにないからさ。目の前でウマそうにウチの弁当を食べてる人を見るとホントに嬉しいんだよね」

　耕太郎の顔を見ると満面の笑みだ。二十歳過ぎてこんなふうに無邪気に笑う男子も珍しい。基本的に耕太郎はいいヤツなのだ。ちょっと元気すぎて暑苦しいけど。

「耕太郎は卒業したらお店を継ぐんだよね？」

「そう、この町って食べ物で全国区の名物ってあまりないじゃん。だから俺が新しい名物を作る」

「大きく出たねー」

「ウマい弁当をどんどん作って店を大きくして、まずは駅弁に参入するのが第一歩で、いずれ東京のデパ地下にも出店する。そして日本中に『いわきに陣内屋あり』と名を轟かす」

　耕太郎のこの大風呂敷を聞くのは今が初めてじゃない。入学直後にあった新入生研修会の自己紹介でも聞いたし、最初にお弁当の試食を頼まれたときにも聞かされた。この話をする耕太郎は熱いというか、ちょっと暑苦しいくらいなのだけど、なんだか今日は耕太郎の話がいつもと違って聞こえる。たぶん先週から続いている私の心のモヤモヤのせいだ。

「だから陣内屋の将来のために経営のことを勉強している。折角オヤジが大学に行かせてくれたんだからな。頑張らないと。小田切は卒業したらどうするんだよ？」

「え？」

　ふいに聞かれてうろたえた。

「えっと……、二年になったばかりだし、まだわからないよ」

「小田切も夢とかあるんだろ？」

「夢」という言葉にどきっとした。

「わ、私は……」

　耕太郎の問いかけになにか答えようと思ったけど、言葉が見つからない。

「ん？　どうした？　俺、なにかヘンなこと言った？」

「私だっていろいろやりたいこと、あるよ。いろいろやりたいこと……でも秘密だから言わない」

「なんだよ、秘密って。せっかく俺が自分の夢を語ったのに」

「耕太郎は、こっちが聞かなくたって勝手に喋るでしょ」

「あはは。だけどさ、『地域とビジネス』の講義はいろいろ覚えることがたくさんあってついていくのが大変だよ。事業承継がテーマの講義は俺にぴったりなんだけど、承継というほどデカイ店じゃないしなぁ」

　耕太郎の話をぼんやり聞いていたら、後ろから声をかけられた。今日はよく後ろから声をかけられる日だ。

「また試食会？　私の分は残ってないの？」

「あ、加か奈な子こさん」

　耕太郎がそう言って、ベンチから飛び上がるように腰を浮かせてお辞儀をした。振り返ると加奈ちゃんがいた。加奈ちゃんは私より一学年上の三年生。いわき市の出身だけどお父さんの転勤で中学、高校と東京の学校に通い、ご両親のＵターンに合わせてこちらに戻ってきて、この大学に入学した。一年しか違わないのに私なんかよりすごく大人っぽいし、東京育ちで垢抜けている。

　以前、学食で私の前に並んでいた男子が食堂のおばさんにすごく横柄な態度をとったので文句を言おうか迷っていたら、私が言う前に後ろから伸びてきた手が男子の襟首をつかんだ。その手の主は「あんた、何様のつもり！」とすごい剣幕で男子にお説教して、おばさんに謝らせてしまった。それが加奈ちゃんだった。それをきっかけに加奈ちゃんとは仲良くなった。今では私の頼れるお姉ちゃんみたいな存在だ。

「すみません、今日は加奈子さんの分は……」

「もしかして紗江が二人分食べちゃったとか？」

「ひどい、そんなに大食いじゃないよー。でもね、今日のお弁当はおいしかったよ」

「えっ、それは残念！」

　耕太郎は頭をかきながら恐縮したような顔をしていた。

　加奈ちゃんは地元の高校の英語教師を目指している。そのための予行演習だと言って、最近学習塾で英語講師のアルバイトを始めた。

「新しいスーツを買ったんだ。できる女教師ふう。明日からこのスーツで塾の授業をやる」

　加奈ちゃんは持っていた紙袋から黒のスーツを取り出してみせた。ウエストが思いっきり絞ってあって、しかもスカートがかなり短い。

「加奈ちゃん、カッコいいけど高校生にこのミニスカートはちょっと刺激的かも……」

　加奈ちゃんは小柄だけど抜群にスタイルがいい。隣に並ぶのがいやになるくらいのナイスボディなのだ。加奈ちゃんがこのスーツを着たら男子高校生にはきっと目の毒だ。

「ついでにこれも買った」

　そう言いながらポケットから黒縁のメガネとアンテナみたいに伸びる指示棒を取り出した。

「これでバッチリ女教師！」

　黒縁のメガネをかけて指示棒を持った姿は確かに女教師っぽいけど、加奈ちゃん、それってただの女教師コスプレじゃ……。

「加奈子さん、カッコいいです！　絶対に高校生にウケます」

　耕太郎が目を輝かせて言った。こいつったら、加奈ちゃんの前じゃいつもこうだ。

「イケてる？」

「バッチリです」

「あー、早く可愛い高校生たちに愛の鞭を振るいたい」

　まったく加奈ちゃんはどこまで本気でどこから冗談なのかわからない。でも先生になる日を楽しみにしているのはよくわかる。「こんなときこそ自分の生まれ故郷のためになにかしたい」、そう言って東京の会社を辞めてＵターンしたお父さんのことを加奈ちゃんはよく話す。きっとそんなお父さんの影響なのだろう。地元の学校の先生になるのは加奈ちゃんの夢なのだ。

　耕太郎と加奈ちゃんのコントのような会話を聞いていたら随分時間が経ってしまっていた。

「あ、そろそろ先に行くね。講義の前に部室に楽器を置いてこなくちゃならないから」

「また新作ができたら試食してくれよ」

「お安いご用よ。でもあんまりユニークなのは勘弁して。加奈ちゃん、またね」

　二人を残して講堂の一階にある吹奏楽団の部室に向かった。

　キャンパスのメインストリート。去年の今頃はここを歩くだけでどきどきした。特に夢や目標があったわけじゃない。でも大学生活が始まって、このキャンパスで新しい友だちができて、新しい場所で新しい生活が始まれば、やがて自分にもなにか答えが見つかるんじゃないかと思っていた。でも一年経った今、まだなにも答えは見つかっていない。

　このホルンだってそうだ。中学のときに少しだけ吹いていたけど、高校生になってからは一度も吹くことがなかった。高校のときに憧れていた齋藤先輩に大学で再会して、誘われるままに吹奏楽団に入り、数年ぶりに手にしたものの一向に上達しない。たぶん、吹奏楽団のホルン奏者の中で私が一番へたくそだ。たぶんじゃない。絶対そうだ。

　たまには週末に練習しようと思ってホルンを自宅に持ち帰ってみたものの、結局ケースから出しもしなかった。

　そういうのが本当に私のダメダメなところ。思いついても気持ちが長続きしないというか。決めたようで実はぜんぜん決めていないというか……。

「小田切、なにブツブツ言ってるんだ？」

　顔を上げたら目の前に祥しょう平へいがいた。下を見ながら歩いていたので、前から来た祥平に気がつかなかった。

（いやなヤツにヘンなところ見られた!?）

　祥平もコミュニケーション研修で同じグループだったのだけど、それがなければこいつとは絶対に友だちになっていなかった。なんだか気取っていて私が嫌いなタイプなのだ。

「ひとりごとよ」

「危ないから前見て歩けよ。ただでさえ危なっかしいんだから」

「お気遣いどーも」

　しかもこうやっていつも一言多い。おなじみの口の端を少し上げた笑いを浮かべながら祥平は講堂前の広場を横切っていった。本人はニヒルな笑いのつもりらしいけど、それ、単に口が曲がっているだけですから！

　

　講堂のロビーは空気がひんやりしている。部室のドアを開けようとしたら中からフルートの音が聞こえてきた。ドアを開けると弥生やよいが練習をしていた。

「あ、紗江ちゃん、ごきげんよう」

「昼休みに練習？　弥生はえらいなあ」

「そんなことないですよ」

　弥生は地元で何代も続いている老舗旅館「雛ひな乃の屋や」の娘で、なんというか、とってもふわふわしている女の子だ。髪型も着ているものも、いつも可愛らしい。今日もきれいに巻いたヘアスタイルに、今の季節にぴったりのワンピースにきれいな色のカーディガンを羽織っている。そんな弥生がフルートを吹く姿には男子学生のファンがたくさんいる。彼女は私の友だちの中で「ごきげんよう」という言葉を使うただ一人の女の子だ。

「紗江ちゃんは週末にお家で練習したの？」

「うん、まあ、そんなとこ」

「紗江ちゃんこそえらいです」

「いやー、まあね」

「あ、いけない！　午後の講義、始まっちゃいますよ。日本文化史の先生、いつも時間前に来ちゃうから先に行きますね」

　弥生はフルートをケースにしまい、そう言って慌ただしく部室を出ていった。

　ふう……。

　部室で一人になって、また小さくため息をついた。楽器の棚を見ると齋藤先輩のクラリネットが置いてある。今日の練習には来るのだろうか。

　私も教室に行かなくっちゃ。ホルンを棚に置いて部室を出た。

　講義館では午後の講義が始まろうとしていた。耕太郎が友だちと話しながら講義室に入っていくのが見えた。廊下の先では缶コーヒーを飲んでいた祥平がかったるそうに別の講義室に入っていった。

　私の講義はすでに始まっていた。後ろのドアからこっそり入り一番後ろの席に着いた。バッグからタブレットを取り出し講義のページを出したあと、ぼんやりと黒板を眺める。先生の声が頭の中を素通りしていく。

　二年生になるとき、私が選んだメジャー、サブメジャーの組み合わせは主に地方公務員を目指す人が選ぶ組み合わせだ。一年生の終わりにチューターの先生と相談して決めた。

　……決めた？

　私はなにを決めたのだろう。両親も賛成してくれた。でも、それは本当に私が決めたことなんだろうか？

　

　午後の講義が終わり、吹奏楽団の練習のために講堂に向かった。各自が椅子をステージに並べて練習の準備をしている。リクルートスーツ姿の齋藤先輩も来ていた。きっと今日はどこかの会社訪問に行ってきたのだろう。他の四年生と笑いながら話をしている。

「スーツだと齋藤先輩のイケメンぶりが際立ちますね」

　齋藤先輩に見とれていたら弥生が小声で話しかけてきた。

「うん、カッコいいなぁ……」

　思わずそう答えたら弥生に笑われた。弥生には私が齋藤先輩のことが好きだとバレている。他のことでは天然ボケを連発するのに、こういうことには弥生の勘は鋭い。というか、弥生に言わせれば「紗江ちゃんの齋藤先輩を見ているときの顔に書いてある」らしい。齋藤先輩は高校時代から、いつも私にとって「ちょっと遠くにいる憧れの人」だ。

　

　私が高校に入ったとき、新入生歓迎会でその高校の吹奏楽部が演奏してくれた。齋藤先輩を初めて見たのはそのときだ。齋藤先輩は三年生でクラリネットを吹いていた。ソロパートで立ち上がって吹く姿に目が釘付けになった。

　一瞬、齋藤先輩に近づきたくて吹奏楽部に入ろうかと考えた。でも中学の吹奏楽部でちょっとだけホルンをやって、一向に上達しない自分に嫌気が差してすぐにやめてしまったし、それに高校では知恵理と一緒に水泳部に入る約束をしていた。

　結局、齋藤先輩が高校を卒業するまでの一年間で言葉を交わす機会は数えるほどしかなかった。だから高校三年のときにこの大学のオープンキャンパスを訪ねて一年ぶりに再会したとき、私のことを覚えていてくれたのにはびっくりした。すごく嬉しかった。

「もしこの大学に入ったら、ホルンの経験があるんだから吹奏楽団においでよ」

　そう言われて、私は思わず「はい」と返事していた。

　

「はいはい、じゃあ始めようか。今日はあまり時間がないから、まず一回通しでやってみよう」

　音楽監督の竹本先生が手を叩きながら指揮台に上がった。今日の曲はホルンの出番はあまりない。竹本先生の指揮で演奏が始まった。齋藤先輩の姿を目で追う。スーツ姿でクラリネットを持つ姿は演奏会のときのようだ。

　二ヶ月ほど前に齋藤先輩のリクルートスーツ姿を初めて目撃したときのことを思い出す。

「齋藤先輩も就職活動本番ですね」

　弥生にそのときそう言われてはっとした。きっと成績優秀な先輩のことだから、いつか聞いた「地元の復興の役に立てるような企業に就職したい」という夢を叶えることだろう。そして来年の今頃には、もうこのキャンパスに齋藤先輩はいない。当然のことと頭の中ではわかっていたけど、改めてその現実を突きつけられたようで胸が苦しくなった。きっと高校のときと同じように告白することもなく、先輩が私の気持ちに気づくこともなく、ただ時が経ち、私はキャンパスに取り残されるのだろう……。

　

　ここ最近続いているモヤモヤの原因がなんなのか、自分でも薄々気がついていた。

　齋藤先輩がいる大学。それだけの理由でこの大学を選んだわけじゃないけれど、でも特にやりたいことも、将来の夢もなかった私は、なにを基準に進路を選べばいいのかわからなかった。だから、自分が進む道を決める理由を「憧れの先輩がいるから」というわずかな動機に委ねたんだと思う。そのわずかな動機だった齋藤先輩さえも、来年の三月にはいなくなってしまう。

　そうなったら、私がここにいる理由はなに？

　耕太郎のいつもの暑苦しい夢の話を少し羨ましく感じたのも、きっとそのせいだ。私にはやりたいことがなにもない……。

（あ、しまった！）

　ぼんやりしていて曲のホルンパートに入り損ねた。慌てて吹いたら大きく音を外してしまった。

（うわっ！）

　自分の出した音に驚いて譜面台を倒してしまい、ステージに「ガシャーン！」と音が響き渡った。

　竹本先生が両手を大きく振って演奏をストップさせた。

「はーい、ストップ。もう一度最初からやってみよう」

　腰を浮かせて周りに小さく頭を下げた。皆の冷ややかな視線が痛い。またやってしまった。齋藤先輩がしかめっ面をしているのが横顔でもわかった。

　弥生が振り返り、小さく握りこぶしを振って口を動かした。

（紗江ちゃん、ドンマイです）

　くちびるの動きでそう言っているのがわかった。頷いた私の顔はたぶんひきつっていただろう……。

　

　練習のあと、知恵理の携帯に電話してみた。出ない。出ないということは、きっとまだ泳いでいるのだろう。

　水泳部が練習しているスイミングセンターまで大学のキャンパスから自転車で十五分ほどの距離だ。キャンパスを出て競輪選手のオジサンのように、サドルから腰を上げどんどん加速した。

　こんなモヤモヤした気持ちをぶつけられるのは中学からずっと一緒の知恵理しかいない。走り出してすぐに全身汗だくになったけど、もうどうでもいいや。

　スイミングセンターに着いて左右を見回しながら駐車場の中をゆっくり進んでいくと、一番奥に知恵理の赤いクルマが駐まっていた。

（あ、いたいた！）

　そう思った次の瞬間、駐車場と周りの芝生の段差に気づかず、私は自転車と一緒に芝生にひっくり返っていた。

（あいたた……）

　今日はもうさんざんだ。ここまでさんざんだといっそ清々しいよ……。

　プールサイドに行くと水泳部の練習はすでに終わっている様子で、知恵理は第二コースを背泳ぎでゆっくり流していた。声をかけると私に気がついて泳ぎながら手を振った。

「ねえ、聞いてよ！」

　泳ぐ知恵理にあわせてプールサイドを歩きながら、ここ最近のモヤモヤのことを話した。今、駐車場の段差でコケたこと、今日の練習での失敗、齋藤先輩のこと、一向にうまく吹けないホルンのこと、そして自分の未来のこと……。　途中から止まらなくなって一気に喋り続けた。

　上を向きながらゆっくり泳いでいる知恵理は相づちも打たない。

「もう、ちゃんと聞いてる!?」

　思わず出した大きな声が屋内プールに響いた。反対側のプールサイドにいた男子水泳部員がびっくりした顔で振り返った。

「聞こえているわよ」

　そう言いながら知恵理は器用に背泳ぎからクロールに切り替えると一息にプールの端まで泳いでタッチした。立ち上がってスイミングゴーグルを外すと、私の顔を見てかすかに首を振った。

「また始まったの？　いつものモヤモヤ病」

「いつものとはちょっと違うの！　もっと重症なの！」

「一年遅れの五月病？っていうか、もうとっくに五月は終わってるし」

「だって……」

「長いつきあいだけど、いまだになにがきっかけになるのか、さっぱりわからないわよ。いつもは吞気なくせに、ある日突然悩み出すとドツボにハマる悪い癖」

　知恵理はいつものとおりバッサリだ。言い返すこともできずに、いじけて私はプールサイドに座り込んだ。コースロープをくぐって私の足下にやってきた知恵理は「やれやれ」という表情をしたあと、なにかを思いついたかのようにクスリと笑った。

「紗江は元水泳部なんだから、悩んでないで……」

　そう言いながら知恵理がゆっくり私の二の腕をつかんだ。

「なに？」

「思い切って飛び込んでみればいいのよ」

　彼女が思いっきり私の腕を引っ張った。

「ちょっ！　うわっ！　なにーっ!!」

　バランスを崩して腕を振り回しながら、つんのめるように頭から水の中に落ちた。頭の上から知恵理が笑いながらなにか言っているのが聞こえた。

　もーっ！　いったいどういうつもりよ!?

　しばらくもがいて、やっとプールの底に足を着けて水の上に顔を出した。

「もう、なにすんのよ！」

「ごめんごめん、つい」

「着替えも持ってないのにどうすんのよ、これ」

「私のジャージ、貸してあげるわよ」

「まったくもう」

　知恵理はまだ笑っている。

　結局、知恵理と顔を見合わせて私も吹きだしてしまった。知恵理はいつも素っ気なくてクールな雰囲気を漂わせているくせに、こうやってときどき子どもっぽいことをする。

　ひとしきり笑ったあと、私は深呼吸して体を水に浮かべた。

「でも、頭のてっぺんまで水に沈んだの、久しぶりだよ」

　知恵理も私の横に浮かんだ。

「たまには泳ぎに来れば？　気分転換になるでしょ？」

「そうだね」

　そう。これは知恵理なりの、ちょっと手荒い励ましなのだ。浮かびながら手の平で水の感触を確かめてみる。

「水の感触、懐かしい」

　高校時代、大した成績は残せなかったけれど一生懸命泳いだ。毎日の練習、合宿、大会……。

「あんなに一生懸命になったことってそれまでなかった」

　そして、それ以来、あんなに一生懸命になったこともない。それは見つからなかったのではなく、自分が見つけようとしなかったからではないだろうか……。

「結構いい記録が出てて好調だなって思っていたら、ある日突然悩み出して練習に来なくなっちゃったりして。紗江にはさんざん振り回されたわよ」

「その節はいろいろご迷惑おかけしました」

「ほら、顧問の飯島先生から『おまえ、親友なんだから、ちゃんと小田切の世話を焼け』とか言われて。私は紗江の保護者じゃありませんって文句言ったこともあるよ」

「えー！ そんなことあったの？」

「あったあった、マジで」

　

　知恵理は「もうワンターン」と言って、プールの反対側に向かって泳いでいった。私は水を蹴ってプールの底に潜った。底にタッチして体を回し、下から水面を見た。水面越しに天井の照明がゆらゆら光っている。ほんの少し息を吐き出すと、小さな泡が揺れながら水の中を上っていって水面で弾けた。泡みたいに、このモヤモヤした気持ちも弾けてしまえばいいのに。

　服を着たままだから動きにくくてもどかしい。全部脱ぎ捨ててハダカになってしまいたい。本当の私は水の中をもっと自由に泳ぐことができるのに……。

　

　知恵理に借りたジャージの上下にブーツというちぐはぐな格好でスイミングセンターを出た。駐輪場で自転車に乗り、知恵理のクルマのところまで走っていった。

「自転車をここに置いて私のクルマで帰るっていう選択肢もあるわよ」

「いいよ、大丈夫。自転車で帰る。ジャージは洗って明日持っていく」

「いつでもいいよ」

「ねえ、知恵理」

「なに？」

「ちょっと元気になった」

　知恵理は笑ってうなずくと「また明日」と言ってクルマを出した。彼女のクルマを見送ったあと、私も夕暮れの中自転車を走らせた。

　

　その夜、夢を見た。水泳大会のスタート台の上。左右にいる皆は水着姿なのに私だけが服を着ている。スタートの合図がして飛び込んだけど、服を着たままでうまく泳げない。周りはどんどん先に行ってしまう。なんで？　なんで？　水の中でもがいて、もがいて、もがいて……。　

　そこで目が覚めた。

　

　もうすぐ前期試験。それが終われば夏休みだ。


第二話


　

　八月に入って、耕太郎が勿来なこそ海岸の海の家でアルバイトしているというので、知恵理と加奈ちゃんを誘って遊びに行った。

「来たよー」

「おお、よく来た！」

「うわっ！　どこの小学生よ！」

　加奈ちゃんが声を上げた。耕太郎は全身くまなく真っ黒だった。

「一日中ここにいると、いやでも黒くなるんですよ」

　耕太郎は頭をかきながら加奈ちゃんに言い訳している。

「小学生だって、最近はこんなに真っ黒になる子いないよー」

　加奈ちゃんのその言葉に、知恵理と私は顔を見合わせた。水泳部だった私たちは、やっぱり夏はこのくらい真っ黒になっていたよね。耕太郎のこと、笑えない。

　この海の家は耕太郎の親戚がやっていて、人手が足りないので一週間ほど手伝うのだそうだ。

「去年は人出が少なかったから、そのつもりで人を手配していたらしいんだけど、今年は結構人が多くてね」

「じゃあ、三人分」

　利用料を払って、早速更衣室で水着に着替えた。加奈ちゃんの水着姿を見て、私と知恵理はまた顔を見合わせた。ま、加奈ちゃんのナイスバディと張り合ってもしょうがないし。耕太郎の視線は加奈ちゃんに釘付けだ。まったくオトコっていう生き物は……。

　ひとしきり海で遊んだあと、海の家に戻ると「これは俺のおごり」と言って耕太郎が焼きそばを持ってきてくれた。

「サンキュー！」

「ちょっとソースに隠し味があって、その辺の焼きそばとは違うんだな、これが」

「耕太郎の夏休み明けの新作弁当の予想がつくよ」

「なに？」

「俺特製ソースの焼きそば弁当！」

　

　海を眺めながら三人で焼きそばを食べた。後ろ姿の耕太郎は忙しく働いている。

「桜井さんは薬学部だからまだ先が長いんだよね」

　加奈ちゃんが知恵理に聞いた。

「あと四年ありますから。夏休みもあと四回」

「いいなぁ、知恵理はあと四回も夏休みがあるのかぁ」

「でも五年は病院と調剤薬局の実務実習があるし、六年は卒業研究や国家試験もあるからのんびりしてられないかな。加奈子さんは来年になったら教育実習があるんですよね？」

「そうなの。楽しみ！」

「紗江はこのあとの夏休みの予定は？」

「お盆にお兄ちゃんが東京から帰ってくるから、家族で温泉でも行こうっていう話になってる。あとはヒマー」

「じゃあ今度、皆で東京に遊びに行こうよ」

「あ、いいねいいね。いつにする？　弥生も誘ってあげよう」

　そんな話をしているうちに、いつの間にか加奈ちゃんは横になって眠ってしまった。海を眺めてぼんやりしていたら知恵理が私に言った。

「齋藤先輩、就職決まったんだってね」

「うん」

　数日前、楽団のメーリングリストにその知らせが流れてきた。

「地元に残って復興の仕事に就くってことは、ずっと震災後の問題に向き合っていくってことでしょ。齋藤先輩っておっとりして見えるけど、自分で決めたことは我が道を行くっていう感じで貫き通したのがすごいよね。高校のときからそうだった」

　知恵理がしみじみとそんなことを言った。

　齋藤先輩は高校生のときから「将来、地元復興の仕事をする」と言って、復興支援を掲げたカリキュラムのあるこの大学に入った。そしてその志望のとおり、はやばやと地元の復興支援で数々の実績を上げている建築関係の会社に就職が決まった。私にはそのブレることのない強さがまぶしいくらいだ。

　

　後期授業が始まった。キャンパスに戻ってくると、周囲には夏休み前よりも少しざわついた、慌ただしい雰囲気が漂っている。まだ日射しは強い。日陰になっている学習センターのウッドデッキに逃げ込みたくなる。まっ白な薬学部棟と青空のコントラストが目に痛いくらい。

（はー……）

　時間がたくさんあるから自分の将来のことを突き詰めて考えようと思っていたのに、堂々巡りをしているだけで夏が終わってしまった。むしろモヤモヤは休み前より濃くなったみたいだ。私はなんてダメなんだろう。

　

　朝、西門のところで加奈ちゃんとすれ違った。教育実習先の担当の先生にこれから挨拶に行くのだという。さすがの加奈ちゃんもちょっと緊張気味の顔。例のスーツは膝丈のスカートに替わっていたのでホッとした。

「加奈ちゃん、ガンバです！」

　彼女は頷いてガッツポーズしたあと、「遅刻しちゃう！」と言いながら走って行った。

　四年生の就職活動もまさに佳境だ。リクルートスーツ姿で足早にキャンパスを歩く人が目に付く。リラックスした表情の人はもう決まった人だろうか。　

　自分の夢を叶えた人、そして自分の夢に向かって駆けていく人。そんな人たちが行き交うこのキャンパスで、私はまだ、立ち尽くしている。

　

　休み明け最初の楽団の練習日。その日、齋藤先輩はいなかった。練習のあと、十二月に開催される四年生最後の演奏会「ウィンターコンサート」のプログラムを決めるミーティングがあった。リーダーから配られた候補曲リストを見ると、映画にもなった有名なミュージカル「レ・ミゼラブル」の代表曲『夢やぶれて』があった。

「まさに私にぴったりのタイトル」

　ふとそう呟いたら弥生に不思議そうな顔をされてしまった。

　でも、私はこの曲が大好きだ。映画館で観た「レ・ミゼラブル」のシーンを思い出す。劇中、すべてを失った絶望の中でフォンテーヌが歌うこの曲。悲しみに溢れた歌詞なのに、メロディーはとても美しく、それが切ない。

　

「……次は『夢やぶれて』です」

　ＣＤプレイヤーから、ボーカルの入っていないアンサンブルアレンジの『夢やぶれて』が流れて来た。ホルンとフルートの前奏が始まり、クラリネットのソロの音色が雑然とした部室を一気に染め上げていく。

（あ、このアレンジだとクラリネットのソロが主旋律を吹くんだ。ここ、齋藤先輩が吹いたら素敵だろうな）

　クラリネットのソロパートが終わりホルンがメロディを引き継いだ。美しさ、力強さ、そして哀しさ。ホルンの音色にこんなにいろいろな想いが込められるなんて。

（あ……）

　小さな衝撃とともに、胸のずっと底のほうから小さな泡が一つ湧き上がった。それは私の胸の中をどんどん上がっていき水面で弾けた。まるで、あのプールの底で見た景色みたいに。

　なんだろう、この気持ち……。

　心臓の鼓動が早くなった。

　ホルンのメロディに今度はクラリネットの音色が重なっていく。オーボエ、フルート……。どんどん音は厚みを増していき、曲のハイライトは再びクラリネットのソロに。そしてまた、ホルンがクラリネットに寄り添うように音を重ねていく。

　私の胸の底では無数の泡が湧き上がっていた。曲が進むにつれ、それはこころのなかで次々と水面へと上っていった。胸がどきどきする……。

　水面で弾けた泡の中から、自分でも思いも寄らなかった言葉が飛び出した。

　

　この曲を吹きたい。

　

（えっ？）

　アンサンブルのアレンジだからホルンは一人だ。普通にいけば四年生のホルン奏者、山崎さんか古賀さんが吹くことになるだろう。

　

　でも、この曲が吹きたい。

　

「『夢やぶれて』っていい曲ですよね。あれ？　紗江ちゃん、どうかしましたか？」

　弥生の声で我に返った。胸がどきどきしてそのあとの候補曲は耳に入らなかった。

　結局皆が気に入り『夢やぶれて』は早々にプログラムに決まった。皆が気に入ったということは、皆が吹きたいということだ。

（どうしよう……）

　思わず他のホルン奏者の顔を見る。普通に考えればへたくそな自分がアンサンブルで吹かせてもらえる訳がない。でも吹きたい。

「じゃあ、だいたい演奏する曲が決まったので、次回の練習で正式なリストを配ります。候補曲が入ったＣＤはここに何枚か置いておきますから希望者は持って帰って聴いてください」

　皆が帰り支度をして部室を出て行った。

「紗江ちゃん、大丈夫ですか？　さっきからちょっと変ですよ」

「ううん、なんでもないよ。大丈夫」

　弥生にそう答えたものの、少し顔がこわばっているのが自分でもわかった。ＣＤが一枚残っていたので、私はそれを手に部室を出た。

　駐輪場で自転車のチェーンロックを外しながら、さっき弾けた泡から出てきた言葉をもう一度取り出してみた。

（この曲を吹きたい）

　間違いない。私は『夢やぶれて』を吹きたいのだ。間違いないよ。

　でも、今のままの私ではその資格は手に入らない。

　サドルに跨がり自転車で走り出した私は、大きく息を吸い込みペダルに力を込めた。

　

　翌日、午前中の講義の合間に薬用植物園に足を運んだ。ガラス越しに温室の中を覗くと実習中の知恵理が見えた。白衣を着て、髪を束ねた真剣な表情の知恵理は、普段より一層クールに見える。

　知恵理に初めて会った頃は、妙に大人びた可愛げのないコだと思っていた。中学二年のときに同じクラスになって、帰る方角が同じだったので何度か一緒に帰るうちに話をするようになった。ある日、私の下校が遅くなったとき、先に帰ったと思った知恵理が校門で待っていてくれたことがあった。偶然かと思って「どうしたの？」と聞いたら「一緒に帰りたいから待っていた」と知恵理はさらりと言った。私はいっぺんに彼女が好きになった。そして気がつけば高校、大学と同じキャンパスに通っている。

　知恵理の家は地元で調剤薬局チェーンを経営している。両親の希望は一人娘の彼女が薬剤師の資格を取って会社を継いでくれることだ。

　高校生のときに知恵理に聞いたことがある。

「知恵理が資格を取らなくても薬剤師の資格を持ってるお婿さんを見つければいいじゃない？」

「そんな条件付きでオトコを選ばなくちゃならないくらいなら自分でやるわよ」

　そう言って彼女は薬学部に入学した。

「別の選択肢がない退屈な人生よ」

　そんなふうに彼女はときどき嘆いてみせる。でもこんな彼女の夢を聞いたこともある。

「患者さんは病院での診察が終わって、ちょっとほっとしながら薬局にやってくるの。だから私は薬局を病院の延長線と考えないで、ウチの薬局をもっと患者さんがくつろげるような場所にしたいの。それに……」

　知恵理は少しはにかむように付け加えた。

「調剤室の清潔で整然とした雰囲気、実は嫌いじゃないのよ。白衣を着てそこにいる自分もね」

　選択肢がないと言いながらも、私には知恵理が敷かれたレールの上を走っているようには見えない。敷かれていたとしても、彼女は一度それを壊して、新しく自分の意志でもう一度レールを敷き直している。たとえ目的地が同じであったとしても、だ。

　

　しばらく待つと実習が終わり、温室の中から白衣を着た薬学部の学生たちに混じって知恵理も出てきた。

「どうしたの？」

「ちょっと相談というか」

　他の学生がいなくなってから、入り口横のコンクリートブロックに並んで座り、ｉＰｏｄにつないだイヤホンの片方を知恵理に手渡した。もう片方は自分の耳に差す。

「なに？」

「この曲聞いて」

　イヤホンから曲が流れ出した。最初はきょとんとした顔をしていた知恵理は（ああ、この曲）という表情で、途中からメロディに合わせて体をゆっくり揺らし始めた。私の胸の中に昨日と同じ泡が湧き上がった。

　曲が終わってイヤホンを外しながら知恵理が言った。

「これ、紗江が好きな曲だよね」

「うん」

「ボーカルなしのやつって初めて聴いた」

「ウィンターコンサートでこの曲をやることになったの」

「そうなんだ。紗江も吹くの？」

「たぶん、普通にメンバーを選んだら私はその中に入れないと思う……」

　その言葉を聞いて知恵理は私がなにを考えているのかわかった様子だった。

「ひょっとしてそのコンサートが齋藤先輩と一緒に吹く最後の演奏会なの？」

「うん……」

　知恵理がまた私の腕をつかんだ。

「夏休みの前にプールで言ったでしょ？　元水泳部なんだから……」

「飛び込んでみればいい……」

「そうそう。紗江のためならなんでも協力するよ！」

　知恵理が私の肩に腕を回して、耳元でささやいた。

「いざとなったら、紗江の代わりに私が竹本先生を誘惑して……」

「それ危険！　レッドカード！」

「あははは」

「ありがとう。知恵理がオトコだったら、私、齋藤先輩じゃなくて知恵理のことが好きになっていたかも！」

「きゃー！」

　知恵理は私の肩を叩きながら爆笑した。

「よし、頑張ってみる。頑張ってみるよ」

　私がそう言うと知恵理が頷いてくれた。

　

　知恵理と別れて次の講義に向かう途中、齋藤先輩が学習センターのカフェでお茶を飲みながらノートを広げているのを見つけた。ガラス越しに先輩の横顔を眺めた。高校の時も大学に入ってからも、私はこうやっていつも先輩を見ているだけだった。

　知恵理の言葉を思い浮かべた。

（飛び込んでみれば……だ）

　あの曲を吹きたいという気持ちと齋藤先輩を想う気持ち。どちらがどちらを後押ししてくれたのかはわからない。私は学習センターの自動ドアを抜けると先輩のいるテーブルに歩み寄った。先輩は私が目の前に立っても気がつかない。少し顔を寄せて小声で話しかけた。

「齋藤先輩」

「おお、小田切か。びっくりした。どうした？」

「ウィンターコンサートのプログラム、聞きましたか？」

「うん、いい曲ばかりだよな」

　齋藤先輩はそれぞれの曲の感想を語り始めた。

「『夢やぶれて』はいいよな。後半のクラリネットとホルンが重なっていくところがいい」

　私は思いきって言った。

「私、あの曲、吹きたいんです」

　齋藤先輩は驚いて一瞬絶句したあと、困ったような表情になった。

　わかってる。今の私では難しいってこと。

「率直に聞く。今の小田切じゃ、ちょっと難しいってわかっているか？」

「わかってます」

「ということは練習する気があるってことだ」

「そうです」

「なんだよ、急に。今までそれほど熱心に練習しているようには見えなかったのに」

「あの曲、好きなんです」

　勢いに任せて、思い切って続けて言った。

「一緒に練習してください。教えてほしいんです」

　先輩はしばらく腕組みをして考え込んだあと、言った。

「よし、早速、今日から一緒に練習するか？」

「お願いします！」

　

　その日から齋藤先輩は卒業研究の合間に私と練習してくれることになった。

「忙しい時期なのにすみません」

「いいよ。俺も自分の練習になるから気にするな」

　人のあまり来ない放課後の教室が私たちのレッスン場所になった。楽器と譜面台を二人で講堂の部室から運び出し、暗くなるまで練習した。部室や講堂のホワイエじゃなくて放課後の教室を選んだのは、人に聴かれると恥ずかしいということと、齋藤先輩と二人きりになりたいという下心もちょっとあった。でも練習が始まると齋藤先輩は私のそんな気持ちなんてお構いなしだった。

「メロディのブレスと合わせて！」

　私の演奏は気持ちばかりが空回りしてボロボロ。何度吹いても思ったように吹けない。そのたびに齋藤先輩は厳しく指摘した。

　そもそも齋藤先輩と二人きりになれるなんて、胸がときめかないはずがないのだ。しかも、うまく吹かなきゃとか、吹いているときの変な顔を見られたくないとか、齋藤先輩がやっぱり好きとか、それにしてももうちょっと優しく言ってくれればいいのに、とか。さらには、だいたい先輩は私のことをどう思っているんだろう？とか……。いろいろな思いが押し寄せてきてぜんぜん集中できない！

「俺が思うに、小田切はセンスは悪くない。でも音の硬さがなかなか抜けないな。緊張しているのか？」

「あの……先輩と二人きりだと思うと緊張してしまって」

　あ、思わず言ってしまった！

「すまん。俺、ちょっとキツすぎるか？」

「いえ、そういう緊張じゃなくて……」

　やっぱり先輩は私の気持ちにまったく気がついてない……？

　

　ある日、練習の合間に先輩とゆっくり話をした。こんなにたくさん先輩と話したのは初めてだった。

「齋藤先輩のお母さんは確か中学校の音楽の先生なんですよね？」

「そう、お袋はピアノが専門で親父はギターを弾くし、兄貴たちもサックスとベースをやるから、俺が中学生の頃まではよく家族で演奏したよ」

「なんだか素敵なご家族ですね」

「ご近所さんにとっては騒がしい家だったと思うよ。でも兄貴たちが就職して家を出てからは静かになったけど」

「お兄さんたち、今は？」

「今は二人とも就職して東京。最近は忙しいらしくて、どっちもめったに帰ってこないよ。別に末っ子の俺が最後に残ったからっていう訳じゃないけど、自分は地元に残って、地元の役に立つ仕事をするのがずっと夢だった」

「夢、叶いましたね」

「ああ、俺はここが好きだし、やりたい仕事もここにあるからな」

（あっ……）

　先輩のその言葉を聞いて、また小さな泡が胸の底から湧き上がった。

　

　齋藤先輩が忙しいときは一人で練習した。

　ある日、いつも練習している教室に入ったら、窓際の隅に先客がいた。誰かと思ったら祥平だった。

　なんでよりによって私の嫌いなヤツがここにいるのよ。どういうことよ？

　祥平はノートパソコンを広げてなにかやっている。

「なんであんたがここにいるのよ？」

　祥平は私の声にびっくりした様子で顔を上げた。

「なんだよ。どこにいようが俺の勝手だろ。人のいないところの方が集中できるんだよ」

「あたしはいつもここで練習してるのよ」

「ああ、最近どっかから楽器の音が聞こえていたのはおまえか。なんか二人で演奏してるみたいだけど、片っぽは結構うまいけど、もう片っぽはへたくそだなって皆で笑ってた。そのへたくそな方がおまえだろ？」

「よ、余計なお世話よ。へたくそだから練習してるんじゃない！」

　自分の顔が赤くなるのがわかった。

「そりゃ、ご熱心なことだ」

　そう言って祥平は視線を前に戻すと、私を無視してキーボードをまた叩き始めた。

　相変わらずの態度にうんざりしながら、でも別の教室に行くのも悔しいので、教室の反対側に譜面台を置いて練習の準備をしていると、今度は祥平が話しかけてきた。

「おまえ、結局サブメジャーは『地域公共政策』にしたんだろ？」

「そうよ」

「どうせ、やりたいことも特にないし、公務員にでもなろうっていうことだろ？」

（くっ……！）

　返す言葉に詰まった。

「公務員になろうっていうヤツはそういうヤツばっかりだよな」

「そんなことないわよ！　震災のあと、市役所の人とかどんなに頑張っていたか知らないの？　他の場所は知らないけど、少なくともこの町で公務員になろうっていう人に、そんな中途半端な人はいないよ！」

「じゃあ、おまえは公務員になってなにすんだよ？」

「そんなこと、あんたに話す必要ないじゃない」

「おまえみたいに、特にやりたいことありません。とりあえず毎日適当に楽しければいいですっていう顔をしているヤツを見てるとイライラすんだよ」

「ケンカ売ってるの？」

「だいたい、この町にずっといてなにが楽しいんだ？　俺は卒業したらとっとと出ていくつもりだけどな」

　なんでこんなヤツがこの大学にいるんだ？　性格は最悪だけど頭がいいのはわかる。英語も喋れるし、コンピュータリテラシーの授業であっという間にホームページを作って見せたり。最近ではお金を取ってサークルのホームページを作ってるっていうウワサも聞いた。それも結構高い料金で。

　祥平の手元にあった紙が、開けてあった窓から吹き込んだ風に飛ばされて私の近くに落ちた。拾い上げるとそれは弥生のところの旅館のホームページをプリントアウトしたものだった。英語であちこちにメモが書いてある。

「なんであんたが弥生んちのホームページのプリントアウトを持ってるのよ？　なにかホームページにイタズラしようとしてるんじゃないわよね。バッティングとか」

「それを言うならハッキングだろ？」

　言い間違いを指摘されてまた顔が赤くなった。

「なんで俺がこんな田舎の旅館のホームページをハッキングしなくちゃなんないんだよ。アホか？」

「じゃあなんでこんなもの持ってるのよ？」

「あいつに頼まれたんだよ。最近、海外から問い合わせがあるから英語の案内ページを作ってくれって。しっかしひどいホームページ。どこの業者が作ったのか知らねーけど」

　なんでよりによって弥生は祥平なんかに頼んだんだろう？

「あ、そう……。どうでもいいけど、あんた、弥生に手を出したらぶん殴るからね」

「おまえは弥生の保護者かよ。あんなぽわぽわした女に興味ねーよ」

「とにかく手を出したら承知しないからね」

「あー、はいはい。わかったわかった」

　祥平はノートパソコンを閉じると、私の傍らに来てそのプリントアウトをひったくった。

「おまえのへたくそな演奏を聴くのは耐えられないから、俺は退散するよ。練習頑張れよ。ま、どうせ好きな男に格好いいとこ見せたいとか、そんな動機だろうけど」

　思わず手が出そうになった。祥平は例の曲がった口で笑いながら立ち去った。

　

　祥平が立ち去ったあと、練習を始めようとしたけれど、あいつに言われたことが悔しくて腹が立って涙が出てくる。馬鹿にされたからじゃない。祥平が言ったことが本当のことだからだ。

　わかってるわよ！　あんたに言われなくても。だからずっと出口を探して、もがいているんじゃないの。こうやってホルンの練習をしてるのだって、なにか答えが見つかるかもしれないって思っているから頑張ってるのに。

　私は大きく息を吸い込むと、むしゃくしゃした気持ちを吐き出すように、思いっきりホルンを吹いた。

　

「小田切、頑張ってるな」

　その日は耕太郎と知恵理が一緒に教室にやってきた。

「知恵理と耕太郎って、なんだか珍しい組み合わせ」

「陣内君が新作を作ってきたっていうから連れてきた」

　耕太郎は例によって白い袋を提げている。

「今日は新作というか、頑張っている小田切に差し入れだから、絶対外れてないやつ」

　そう言いながら耕太郎が取り出したのはボリュームたっぷりのカツサンドだった。

「弥生さんから雛乃屋が仕入れているおいしいパン屋さんを教えてもらったから、そこのパンで作ってみた」

「耕太郎、ナイス！　大好きカツサンド」

「桜井さんの分もあるから、どうぞ」

　知恵理は差し出されたカツサンドを前に躊躇した。

「え、私は……。もう！ 折角ダイエットしてるのに」

　そう言いながら、結局、知恵理もカツサンドを受け取った。二人でカツサンドを食べていると、壁に寄りかかった耕太郎がこっちを見ている。

「耕太郎、またじろじろ見てる」

「あ、悪い悪い。気にしないで。桜井さんも」

「陣内君は、自分の作ったお弁当をおいしそうに食べてるか観察するのが趣味なの？」

「観察って、そんな悪趣味じゃないよ。そういうわけじゃないけど、まあ、気になるというかさ。ウマそうに食ってもらうと、こっちも嬉しいし」

「前もそう言ってたよね」

「まあ、きっかけというか、原体験みたいなものがあってさ。小田切や桜井さんにはこの話、したことないけど、あの震災のとき、避難所に弁当を持って行ったことがあるんだよ。まだガスとか止まっていたけど、親父がどっかからプロパンを調達してきて、材料もほとんどなかったから、かき集めた野菜で作った煮物と飯だけの弁当だったけど。一晩中かけて作った弁当をクルマに積めるだけ積んで避難所に向かって行ったら、まだ救援物資とかぜんぜん届いてないところがたくさんあってさ、そういうところに弁当を配っていったら皆本当に喜んでくれて。俺が作った弁当をおいしいって言って泣く人とかいたんだよ。自分が作った弁当をこんなにウマそうに食べてくれる人がいる。俺の弁当屋的原体験とでも言うのかなぁ。中学生の俺には強烈な体験だった。それで俺は弁当屋を継ぐ決心をしたんだよね」

　私と知恵理はいつの間にか食べるのをやめて耕太郎の話を聞いていた。

「耕太郎、ちょっと見直した。いつもの暑苦しい話の原点はそれなんだ」

「なんだよ、暑苦しい話って？」

「『陣内屋大躍進！』の話」

「俺、暑苦しいかよ!?」

「あはは、それは耕太郎のキャラだから、私はそのままでいいと思うよ」

　耕太郎は照れているのか、頭をかきながら苦笑いしている。

「まあ、大学に入って、小田切とか桜井さんとかいろんな友だちができてよかったよ。俺は高校出たらすぐに弁当屋をやるつもりだったけど、親父が自分は弁当作る以外は能がないからおまえはいろんな勉強をしておけって、それからでも遅くないってここに入れてくれたから」

　カツサンドを食べ終えると知恵理が私の肩を指先でつつきながら言った。

「紗江、せっかくだからちょっと吹いてみせてよ」

「ええ？　まだちょっと人に聴かせるのは恥ずかしいなぁ」

「そう言わずに」

「……じゃあ」

　私はホルンを抱えて立ち上がると、小さく深呼吸をしてから吹き始めた。今さらこの二人の前で格好つけてもしょうがない。そう思ったらリラックスできたのか、ミスしないで最後まで吹くことができた。

　吹き終えると二人が拍手してくれた。

「上手！　前に一度聴かせてもらったときよりずっとうまくなってる！」

　耕太郎が腕組みして頷いている。

「うんうん、思わず目を閉じて聞き惚れちゃったよ」

「ありがとうと言いたいところだけど、練習してるのに前よりヘタになったら私、ヤバすぎるでしょ！」

「あはは！　あんまり練習の邪魔しちゃ悪いから私たちは退散するね。頑張って」

「うん、ありがとう。あれ、耕太郎、なに？」

　帰りかけた耕太郎が私のバッグに付いているアドちゃんストラップを手に取って、しげしげと眺めている。

「まだこのストラップ持ってたんだ？　これオープンキャンパスでもらったやつだろ？　小田切はホントにアドちゃん好きだな」

　そう、このアドちゃんストラップは高校三年の夏、オープンキャンパスで初めてこの大学を訪れたときにもらったやつだ。

　あの時、齋藤先輩はオープンキャンパスの学生スタッフとしてアドちゃんの付き添い役をやっていた。私との再会を喜んでくれた齋藤先輩の横で、同じように喜んだ仕草で動き回るアドちゃんがお茶目で可愛らしくて一目でファンになった。齋藤先輩と私の再会を一緒に喜んでくれているように思えたのだ。今ではアドちゃんと私は学内のイベントで出会うと必ずハグする仲だ。

「可愛いじゃん、アドちゃん」

「そうかぁ？　俺にはその感覚はよくわからんけど」

　視線で耕太郎から同意を求められた知恵理が苦笑いしている。

「んー、まあ……。愛嬌はあるかな」

「一体、あの中には誰が入ってるんだろうな。ひょっとしてオジサンだったりして」

「中に人なんて入ってません！　アドちゃんはアドちゃんなの！」

　知恵理と耕太郎が盛大に吹きだした。

　

　何度も練習を重ねるうちに、だいぶいい感じに吹けるようになってきたと思う。齋藤先輩に厳しい指摘をされることも少なくなった。たまの指摘も最初の頃に比べると曲の解釈に関することが多い。曲を深く理解し表現する段階に差し掛かっているのだ。

　音をキャッチボールしたり重ねたり。二人で呼吸を合わせて吹くことがこんなに楽しいなんて。自分がホルンのおかげでこんな場所に辿り着けるとは思ってもいなかった。これまでずっと「私には才能ないかも」って思ってた。音楽の才能があるかどうかは今もわからないけど、頑張れる才能なら、私にもあるかもしれない。

「ここまできたら、あとは一度、竹本先生に聴いてもらうのがいい。ここから先は俺なんかより竹本先生の個人レッスンを受けた方が早く上のレベルにいけるはずだ」

　齋藤先輩がそう言って私の背中を押してくれた。先輩と練習を始めてからすでに二ヶ月が経っていた。

　

　数日後、意を決して講堂の一階にある竹本先生の監督室を訪ねた。ドアに貼ってあるカレンダーに個人レッスンができる日時がマークされている。今はちょうどその時間帯だ。

　ノックすると「どうぞ」と中から声がした。ドアを開けてすき間から中を覗くと、デスクに置いた鏡を見ながらヒゲのお手入れしている竹本先生と目が合った。

　竹本先生の片方の眉がぴくっと上がった。

「小田切君がここに来るのは二度目だね。一度目は楽団に入ったときだったかな」

　つまり私は今まで一度も個人レッスンを受けに来ていないということだ。

「楽器持参ということは個人レッスン希望かな？」

「練習している曲があるので、アドバイスをいただきたくて来ました」

「どんな曲？」

　私はバッグから楽譜を取り出した。曲のタイトルを見て、竹本先生の眉がまた上がった。

「じゃあ一度吹いてごらん」

「はい」

　私はホルンケースからホルンを取り出し準備した。先生は譜面台を私の前に置いてくれたあと、少し離れた場所の椅子に座った。

「準備いいかい？」

　深呼吸したあと、頷いた。先生が小さく上げた右手を振り下ろすのにあわせて私は吹き始めた。最初の何小節かは緊張して音が落ち着かなかった。

（練習したとおり、落ち着いて）

　そう自分に言い聞かせたけど、吹いてる間中ずっと、胸の鼓動はメロディよりはるかに速いリズムを刻んでいた。

　曲が終わったとき、先生は腕を組んで考え込んでいた。

「私が知っている小田切君よりうまいな。こういう音を出せるとは知らなかった」

（えっ、褒められた？）

「練習してたの？」

「はい」

「率直に言って、今まで小田切君はそれほど熱心な楽団員だと思っていなかった。それは自覚しているかな？」

「わかっています」

「それがなぜ急に？」

　私はその答えに詰まった。

　

（この曲が好きだから）

　もちろんそれが最初の理由だ。

（齋藤先輩の最後の演奏会で一緒に吹きたいから）

　それもある。

　でも今、竹本先生に「なぜ」と聞かれて、自分の胸の中にうまく言葉にできない気持ちがあることに気がついた。なぜ私はこの曲を吹くためにこんなに一生懸命なんだろう……。

　

「小田切くんはこの曲の原題を知っているかい？」

「I dreamed a dream ですよね？」

「J'avais rêvé d'une autre vie」

　竹本先生が口にしたのはフランス語のようだった。

「フランス語、ですか？」

「そう。ミュージカルの『レ・ミゼラブル』の曲を書いた人はフランス人だからね。本当の原題はフランス語だよ。意味わかる？」

「わかりません」

「直訳だと『私は違う人生を夢見た』。『夢やぶれて』より、私はこのフランス語のタイトルのニュアンスが好きだな」

　確かに『夢やぶれて』と『私は違う人生を夢見た』ではニュアンスが違う。

「僕は、この曲は生まれ変わって新しい人生を始めたいと思っている人へ捧げられた曲だと思う。ほら、イギリスのオーディション番組でおばちゃんが歌って随分話題になったよね」

「スーザン・ボイルさん」

「うん、あの商店街のおばちゃんみたいな女性が、誰もが驚くような素晴らしい歌声でこの曲を歌ってオーディションに受かった。でも世界中の人が感動したのは、彼女が歌がうまかったからだけではないと僕は思う。あの人は自分の人生に絶望してこの曲を歌ったわけじゃない。この曲を歌って生まれ変わろうとした。生まれ変わるためにこの曲を歌った。大勢の人が感動したのはそのことなんじゃないかな？」

　

（あっ……）

　

『夢やぶれて』の吹奏楽アレンジを初めて聴いたとき、クラリネットに寄り添うホルンの音に齋藤先輩と自分の姿を重ねた。この曲を吹きたいと思った動機はそれだと自分で思い込んでいた。でも、先生の言葉で今、ストンと腑に落ちた。それだけじゃなかったのだ。私のあの強い衝動は。

　

（私は、生まれ変わるためにこの曲を選んだ）

　

　竹本先生の目は「そういうことなのでは？」と言っているかのようだった。

「それに、本当に絶望だけの曲だったら、作者はこんなに美しいメロディをこの曲に与えなかったとは思わないかい？」

　曲を理解する。音楽を知るってこんなにも奥深い。先生がいつも「演奏がうまくなることは本当に大切なことの一部でしかない」と言っている意味が少しわかった気がした。

　

「じゃあ、いくつかポイントを言うからそこに注意してもう一度吹いてみて」

「このテヌートはもっときちんと！」

「このフレーズはもっと歌って！」

「このフレーズのスラーを大事に！」

「最後の一音まで気を抜かずにしっかりと！」

　ダメ出しをする竹本先生はいつもの厳しい先生だった。

　三十分ほどのレッスンで山のように課題点を指摘された。

　

（この曲、私、吹きたいんです）

　この部屋に来る前は、竹本先生にそう言うつもりだった。でも、ひょっとしたらそこそこ吹けているかもと思っていた私の演奏レベルはまだまだだった。

　そんな私の様子を見て取ったのか、竹本先生は諭すように言った。

「なにもないところに水をやっても芽は出ない。でもほんの少しでも芽吹きの気配を見つけたら、それをちゃんと芽吹かせ、根付かせる。それが僕らの仕事だ」

　先生は練習するポイントを楽譜に書き込みながらそう話したあと、片方の眉を上げて言った。

「じゃあ次のレッスンはいつにしようか？」

　このタイミングで次の演奏会の曲目を個人レッスンの曲としてお願いしたのだ。その意味は先生にはお見通しだろう。最後に先生はこう付け加えた。

「君の出す音がこの曲にふさわしければ君が吹くことになる。それ以上でもそれ以下でもない」

　

　その後、竹本先生のレッスンを受けるたびに、私はこの曲の世界がわかってきたような気がする。

「小田切がどんどんうまくなっていくから、逆に今度は俺の方が刺激を受けるよ」

　齋藤先輩はそんなふうに言ってくれた。二人で練習するときもいろいろなニュアンスで吹き方を変えてみたりした。

　そして……、十一月も終わりに近づいたある日のこと。

「今日は『夢やぶれて』の編成を絞っていこう」

　楽団の練習で竹本先生がそう言うのを聞いて、私は口から心臓が飛び出しそうになった。

「この曲は楽器の絡みを聴きたいから、アンサンブルで吹いてもらって決めていくよ。まずクラリネットは北川君、ホルンは山崎君。他は今のままで」

　竹本先生が編成の指示を出した。指名された団員が入って演奏が始まった。

「次はクラリネットは齋藤君、ホルンは山崎君そのまま」

「次はクラリネットは齋藤君のまま、ホルンは古賀君に替わって」

　竹本先生は「ちょっと違う」という表情で次々に奏者を入れ替えていった。　　

（私の名前も呼ばれる……？）

「じゃあ次は小田切君、入って」

（うわっ！　ついに来た）

　齋藤先輩が私の顔を見て小さく頷いた。私は前奏の齋藤先輩のクラリネットに続けて吹き始めた。うまく吹けたかどうか、自分ではわからない。

「じゃあ、齋藤君と小田切君はそのままで、今度はフルートとオーボエを入れ替えていくよ」

　他の楽器の奏者の交代ごとに私は演奏を繰り返した。

　フルート奏者が入れ替わり弥生が入った。ほわんとした弥生もさすがに少し緊張している。

　弥生が入った演奏が終わり、竹本先生はしばらく腕組みしながら何度か頷いたあと言った。

「この編成が一番よかった。『夢やぶれて』はこれで行こう。じゃあ今日の練習はここまで」

　私は一瞬耳を疑い、そのあと頭の中が真っ白になった。

　皆が席を立ち部室に引き上げて行く。齋藤先輩が私を見て笑顔で小さくガッツポーズした。私は全身脱力してしまって、頷くことすらできなかった。

「紗江ちゃん、やりましたね！　すごいです」

　そう言ってくれた弥生の声も遠くから聞こえるようだった。

　皆が引き上げたあとも、私は椅子から立ち上がれずにいた。

「紗江ちゃん、どうしたんですか？」

　戻ってきた弥生の声に振り返ったとき、ホルンに何か落ちた。

「あれ？　どうしたんだろう、あれ??」

　私は自分が涙を流していることに気がついた。自分の涙を見て、堰を切ったように涙がこぼれた。私はホルンを抱きしめたまま泣き続けた。


第三話


　

『夢やぶれて』の編成が決まった翌日、竹本先生にウィンターコンサート前の最後の個人レッスンを受けた。

「先生、昨日はありがとうございました」

「お礼を言われることじゃない。君の音があの曲には必要ということだよ。齋藤君と練習していたの？」

「えっ、ご存知だったんですか？」

「いや、知らなかったけど、あのクラリネットとホルンの呼吸の合い方はいきなりできるものじゃないから、そういうことだと思ったよ」

（私と齋藤先輩の呼吸が合ってるって……！）

「本番までもっと一緒に練習しておいてください。彼にとってはこの楽団で最後の演奏会だからね」

　

　個人レッスンを終えて講堂を出ると、弥生がちょうど図書館から出てくるところだった。

「あ、紗江ちゃん。昨日はお疲れさまでした。本当によかったですね！」

「うん、弥生も一緒に吹けるしね。あ、そうだ。弥生に聞きたいことがあったんだ」

「なんですか？」

「なんでよりによって祥平なんかにホームページのことを頼んだのよ？」

「ああ、彼はネットのことすごく詳しいし、英語もできるから。私が頼んだこと、彼に聞いたんですか？」

　弥生は小首を傾げて不思議そうな顔をしている。

「ちょっとね。この間、弥生のとこのホームページのプリントアウトを持ってるから問い詰めたのよ。ホント、なんであいつはここにいるんだろう。地元が嫌いなら東京の大学に行けばよかったのに」

「祥平ちゃん、高校のときに交換留学生でアメリカに行ってたんですよ。あっちの水が合ったみたいで、そのまま残って大学まで行く予定だったんですけど、お母さんが病気になってしまって、それで高校卒業したときに帰ってきたんです。お母さんの病気はだいぶよくなってきたので、もうすぐ退院できそうなんですけど」

「え、そうだったの？　でも、なんで弥生は祥平のこと、そんなによく知ってるのよ？　っていうか、〈祥平ちゃん〉って……??」

「幼なじみなんですよ」

「ええっ！　そうなの？」

「うちのお母さんと祥平ちゃんのお母さんは高校の同級生なんです。お家も近かったから、小さい頃はよく遊んだんですよ。小学校の三年生くらいまでかな。お客さんがいないとき、プール代わりにうちの旅館のお風呂によく一緒に入って遊びましたよ」

「うっそー！　マジで？」

「でも、いつも私と一緒にいるのを小学校の同級生にからかわれて、それであんまり遊ばなくなっちゃってそれっきり。だからここで会ってびっくりしちゃって。戻ってきてるのは知ってたんですけど、ちゃんと話をするのは十年ぶりくらいだったから」

「そうだったんだ」

「祥平ちゃん、ぜんぜん変わってなくて。小さい頃からあんな感じで、怒りっぽくて、いつもどこかで仕入れた難しいこと言って。おませさんだったんですよ」

　弥生は昔を思い出したのかクスクス笑った。あのニヒルを気取っている祥平が弥生にかかると「おませさん」になってしまうのか。

「そうそう、私が大きな野良犬に嚙まれそうになったのを祥平ちゃんが助けてくれたことがあって。代わりに彼がお尻に嚙みつかれて、何針も縫ったんですよ。たぶん、今でもそのときの痕があるはずなので、また一緒にお風呂に入って確かめたいんですけど」

「やめときなさい！」

「彼、アメリカでカルチャーショックを受けたって言ってました。向こうじゃ高校生でも将来のこと、真剣に考えているヤツがたくさんいるのに、日本に帰ってきてのほほんとしている大学生を見てると腹が立つって。私も怒られたんですけど」

　祥平は祥平で、なんだか厄介な気分を抱えているのか。

「喋るとちょっとひねくれた男の子みたいですけどね。でも根は優しいんですよ」

「じゃあ、祥平にちょっと言っといて。少し言葉に気を使えって」

「はい、𠮟っておきますね！」

　二人が幼なじみっていうのには驚いたけど、弥生ってもしかして結構しっかりしてるのかも。まるでお母さんみたい。

　

　十二月二十四日、齋藤先輩たち四年生にとって最後の定期演奏会「ウィンターコンサート」が始まった。

『夢やぶれて』は最後から二番目だ。前半のプログラムは全体での合奏で、後半は曲ごとのアンサンブル、そして最後は四年生それぞれがソロをとる合奏だ。プログラムは滞りなく進んでいった。

　いよいよ次……。竹本先生のＭＣの間にステージ上でセッティングする。すでに胸がどきどきしていて、準備する手がおぼつかない。そんな私を見て齋藤先輩が肩を回す仕草をした。「リラックスしろ」という意味だろう。でもそんなこと言われても。深呼吸するのが精一杯だ。

　

「この『夢やぶれて』の原題を皆さん、ご存知でしょうか？」

　竹本先生は観客に向かって、最初のレッスンのときに私に教えてくれた『夢やぶれて』の原題の話をしている。

「『レ・ミゼラブル』の前半のクライマックス。絶望の中でフォンテーヌが歌うこの曲の歌詞は悲しみに満ちていますが、メロディはとても美しい。この曲の原題はフランス語で『J'avais rêvé d'une autre vie』。日本語に訳すと『私は違う人生を夢見た』です。私はこの曲は現実にただ絶望するだけではなく、生まれ変わって新しい人生に踏み出そうと願う人に捧げられた曲だと思っています。皆さんもそう思って聴いていただければ、また違った趣が感じられるのではないでしょうか。それではお聴きください」

　竹本先生が舞台袖に下がった。齋藤先輩が回りに目配せして頷いた。私は前奏を吹き始めた。弥生のフルートが重なる。そして齋藤先輩のクラリネットのソロパートへ。何十回、何百回と聴いた齋藤先輩のクラリネットが私を落ち着かせてくれる。ソロパートが終わりに近づき齋藤先輩が目で合図した。

（大丈夫だ）

　そう言うかのように先輩は小さく頷いた。私はホルンのソロパートを吹き始めた。

　そう。私は生まれ変わる。この曲を吹くことで。

　私の鼓動と私の出す音がその瞬間に重なった。指が自然に動く。息が自然とメロディを奏でる。私とホルンは一つの歌を歌った。

　ソロパートを吹き切り、再び齋藤先輩のクラリネット、そこに私のホルンを重ねていく。フルートが、オーボエが、ファゴットが重なっていく。そしてクライマックスへ。

　

（ずっとこうしていたい……）

　

　私の歌、齋藤先輩の歌、弥生の歌……。全員の歌が一つに溶け合い、私の胸の奥ではたくさんの泡が踊り、弾け、輝いた。

　

　無我夢中のうちに三分半が終わった。

　観客席で拍手が沸き起こり、ステージ上の私たちを包み込んだ。

　立ち上がって観客席を見ると知恵理や耕太郎や加奈ちゃんの姿が見えた。耕太郎が頭の上で大きく手を叩いている。加奈ちゃんがガッツポーズをしている。観客席の一番後ろで壁により掛かりながら拍手する祥平も見えた。横にいる齋藤先輩と目が合うと、先輩も笑っていた。それに促されるように私は皆と揃って観客席にお辞儀した。

　

　そして最後の合奏。卒業していく四年生がそれぞれ短いソロをとった。演奏が終わると観客席は総立ちで拍手を送った。

　竹本先生が卒業していく四年生を一人ひとり紹介していく。齋藤先輩も名前を呼ばれ、立ち上がって客席にお辞儀をした。私は後ろの席から先輩の後ろ姿を見ていた。

　

　きっと私は夢を持つことを恐れていたのだ。夢を持って、それがやぶれることを怖がっていたのだ。自分の夢が見えないふりをしていた。

　そんな自分から生まれ変わりたい。

　私の背中を押してくれたその曲を、私はもう一度心の中で演奏していた。

　

　年が替わって後期試験も終わり、あっという間に二ヶ月が過ぎていった。

　私は次のステージのためにまた練習を重ねていた。そう、今度は学位記授与式で卒業していく四年生のために在校生だけで演奏するのだ。曲目は四年生には秘密だ。

　齋藤先輩と練習できないのは残念だけど、この曲を聴いたら先輩はきっとびっくりするだろう。

　学位記授与式の当日、式典の前に配られたプログラムを見て思わず吹きだした。

（ホントにこう書いたんだ！）

　プログラムには私たちが演奏する曲名が書いてあった。

　

『夢はやぶれない』（いわき明星大学吹奏楽団スペシャルアレンジの『夢やぶれて』をお送りします）

　

　ステージの上から客席を見渡すと齋藤先輩と目が合った。微かにあごを上げて合図してくれる。

　竹本先生の指揮で私たちは演奏を始めた。オリジナルのアレンジで始まった曲は、やがてアップテンポになり、途中から会場の手拍子が加わった。クライマックスではデキシーランドジャズ風に全員が立ち上がって楽器を左右に振りながら演奏した。思いっきり賑やかに、思いっきり晴れやかに。

　演奏が終わると卒業生全員が立ち上がって拍手してくれた。

「卒業、おめでとうございます！」

　私たちは全員でそう言ったあと観客席の卒業生に深く頭を下げた。拍手は長い間鳴りやまなかった。

　

　式が終わって講堂から卒業生が出てくるのを少し離れた場所から見ていた。

「いいんですか、紗江ちゃん？　このまま見送るだけで」

　いつのまにか横に来ていた弥生にそう聞かれた。

「うん、同じ町にいるんだからきっとまた会えるし、今日はただ齋藤先輩を見送るよ」

「そうなんですか……」

　弥生は少し不満げに頬をふくらませた。

「なんだか私より弥生の方が残念そうな顔してる」

「それはそうですよ。ずっと紗江ちゃんのこと応援していたのに……」

　他の卒業生と一緒に出てきた齋藤先輩が私に気がついて手を振った。それに応えて私も小さく手を振った。

　

　齋藤先輩がいなくなったキャンパスで、私は三年になった。

　私は大学の正門から見るキャンパスの風景が好きだ。正門から続く煉瓦を敷き詰めた道の一番奥にちょっとクラシックな雰囲気の図書館が見える。その向こうに広がる青空。

　道はずっと続いている――。正門の前に自転車を停めてこの風景を見ていると、いつもそんな気がしてくる。

「練習してるかい？　ホルン吹きの美少女」

　聞き覚えのある声に振り返ったら、いつか会った競輪選手のオジサンだった。

「もうバッチリです！　最近じゃソロも吹いちゃうんですよ」

「そういえばクリスマスのときはうまかったな。感心したよ」

「えっ！　聴きに来てくれたんですか？」

「へたくそだって言ってたから出てこないかと思ったら、ちゃんと吹いてたじゃないか」

「もう、いっぱい練習したんですよ！」

　オジサンは「うんうん」という感じで聞いている。

「どれがホルンか、ちゃんとわかりました？」

「実はわからなくて隣の席の人に聞いちゃったよ。カタツムリみたいなやつだろ？」

　私はそれを聞いて吹きだした。確かにホルンのことをカタツムリって呼ぶ人、時々いますけど。

「しかしあれだ、ホルンっていうのは優しい感じの楽器だな。他の楽器は、こう、前に突き出すみたいに吹いていて、なんだかどれも勇ましい感じだけど、ホルンは大事なものを優しく抱きかかえているみたいでいい。あんたの雰囲気にぴったりだ」

　そんなことを言われたのは初めてだからびっくりした。ちょっぴり照れくさいけど嬉しい。そう、ホルンはいろいろなきっかけを作ってくれた私の大事な宝ものだ。

「オジサンも頑張ってください」

「おう、ありがとう」

　

　南門に回って、いつもどおり駐輪場の一番奥に自転車を停めた。近くに赤い自転車が停めてある。知恵理の自転車だ。新学期から知恵理も自転車通学を始めたのだ。彼女の自転車は、競輪選手のオジサンの自転車のようなクルンと曲がったハンドルが付いている。なんだか私の自転車より速そうに見えてちょっと悔しい。サドルの下にはアドちゃんストラップがぶら下がっている。

「紗江があんまり『アドちゃん、可愛い』っていうから、可愛く見えてきちゃったわよ。なんだか納得がいかないけど」

　イマイチ釈然としないという顔でそう言った知恵理を思い出した。

（そんなことないよ、可愛いじゃん、ねえ）

　私は知恵理のアドちゃんストラップを指で弾いた。

　

「今日のは自信作だ！」

　噴水をバックに耕太郎が腕組みして大見得を切った。私と知恵理と加奈ちゃんの手元には耕太郎が配った新作弁当。恒例の試食会だ。

「耕太郎の自信作はアテにならないからなぁ」

「陣内君、毎回『自信作』って言ってるよね」

　今日のおかずは何なのか一見しただけではわからない。ハンバーグみたいだけど。

「まずは食べてみてよ」

「では、いただきます」

　一口食べて私と知恵理は顔を見合わせた。知恵理は眉間にしわを寄せている。たぶん、私も同じ表情をしている。耕太郎はその表情を見てがっかりした顔をした。

「いやー、今回はいわきの魚、メヒカリでハンバーグを作ってみたんだけど……」

「わざわざハンバーグなんかにしないで、メヒカリなら普通に唐揚げとかにしてよ。折角おいしいメヒカリが台無し！」

　加奈ちゃんも一口食べて微妙な顔をしている。耕太郎はアタマを抱えて落ち込んだ顔をしたけど、その程度でへこたれる耕太郎ではない。

「今回はアレだけど、次回は必ず自信作を持って来るから。ウマい弁当を次々に作って陣内屋は日本一の弁当屋になる。その手始めに……」

　耕太郎はポケットからくしゃくしゃになったチラシを取り出して私たちの前に広げた。

「これに出場する！」

「いわき弁当コンテスト??　なにこれ？　こんなのやるんだ」

「弁当屋のコンテストだよ。まずは手始めに陣内屋はこれに優勝する」

「えー!?」

　私たち三人は声を揃えて驚いた。

「このコンテスト優勝が陣内屋大躍進の第一歩となる！　そして……」

　耕太郎のいつもの暑苦しい話が始まった。知恵理は「また始まった」という表情。やれやれ。コンテストまでの間、さらに暑苦しさがパワーアップした耕太郎と毎日顔を合わせなくちゃならないのか……。

　でも暑苦しくたっていいよね。目の前で熱弁をふるう耕太郎には夢がある。知恵理にも加奈ちゃんにも夢がある。そして私にも。

　最初はコスプレにしか見えなかった加奈ちゃんの女教師ルックもすっかり板に付いてきた。塾で教えている高校生からラブレターをもらって「困ったなぁ」と口では言いながら、実は舞い上がっているのが加奈ちゃんらしい。

　祥平は弥生の旅館のホームページを英語で案内するページを作ったのをきっかけに、この辺り一帯の純日本旅館をまとめて海外に紹介する「Welcome to IWAKI」というサイトを立ち上げた。そのサイトを立ち上げるときには、祥平の作った案内ページのおかげで海外のお客さんが増えたお礼に弥生が一肌脱いだらしい。旅館のオーナーが集まった会合でそのサイトへの参加を呼びかけたのだ。おじさま、おばさまのウケが抜群にいい弥生のプレゼンのおかげで、そのサイトにはたくさんの旅館が集まった。トップページには着物姿で艶やかに微笑む弥生の写真が大きく使われている。

「モデルを使う予算がなかったからしょうがなく、あいつで間に合わせた」

　祥平は相変わらずそんな減らず口を叩いているけど、旅館をたくさん集めてくれたことで、すっかり弥生には頭が上がらなくなっている様子だ。それに、あんなにこの町にいてもしょうがないと言っていたくせに、最近は「ネットでビジネスするなら、どこにいたって勝負できる。この町で俺は起業する」と鼻息が荒い。あのひねくれた祥平が、いつの間にか耕太郎と並んで「暑苦しいヤツ」になったと私が思っていることは内緒だ。

　

　そんなところに弥生がやってきて、いきなり私の腕をつかんだ。

「紗江ちゃん、紗江ちゃん、聞きましたよ！」

「えっ、なにを？」

「この間の日曜日、三崎公園で齋藤先輩とデートしてたっていう目撃情報を！」

「えっ、うそ！　いつの間に？」

　知恵理にも腕をつかまれた。

「いや、まあ、先輩が卒業してもときどき練習につきあってくれるって言ってくれたから、それで日曜に」

「もう紗江ちゃんが齋藤先輩が卒業するまでに告白しないから、私ずっとやきもきしていたのに、こっそり水面下で進行していたなんて！　ずるいです」

「あー、今はまだデートとかそういう雰囲気じゃなくて……」

　私は二人に腕をつかまれて、しどろもどろになった。

　

　実はウィンターコンサートのあと、私は齋藤先輩に告白したのだ。正確に言うと告白したつもりだった。齋藤先輩がそれを告白とわかってくれたかどうかは、いまだによくわからないけど。

「齋藤先輩、私、先輩と練習するのが本当に楽しくて。高校の頃からずっとこんなふうに先輩と一緒にいたいと思ってたんです。卒業しても私と会ってください！」

　勇気を振り絞って告白した私の言葉に、齋藤先輩の答えは……。

　

「よし小田切、入社して少し落ち着いたら、また一緒に練習しよう！」

　

　あ、あ、あれ？

　それって私の告白の意味、わかってくれてます??

　ひょっとして齋藤先輩って恋愛に関しては天然の人だったの??

　齋藤先輩にずっと浮いたウワサがなかったのって、このせい？

　

　でも私は先輩の言葉に「はい！」と答えていた。

　思い切って告白して損したような気もするけど、なんだかこれも私らしいハッピーエンドのような気がする。だって私は齋藤先輩と一緒に演奏するのがなにより楽しいのだから。これが一つのハッピーエンドなら、この気持ちはきっと新しいなにかの始まりだ。

　

　そう、新しいなにかの始まり。今はまだ目に見える変化はわずかだけれど、ちゃんと私は前に進んでいる。

　次の講義に向かうため知恵理とふたりでメインストリートを歩いていると、風が吹いて桜吹雪が舞い上がった。このキャンパスで見る桜も三回目だ。

「紗江はこれからインターンシップとか、キャリアデザインの講義も本格的になってくるんでしょ？　紗江はなに目指すつもりなの？　公務員といってもいろいろな仕事があるよね？」

「うん、私、もう決めてるよ。いわき市の広報の仕事がしたいんだ。だからまずそのために今できることをやっていく」

「いわき市の広報って、なにを広報するの？」

「いつもどこかの街角で吹奏楽団の演奏する音楽が聴こえて、耕太郎が作るいわきの名物料理や、弥生のところみたいな素敵な純日本旅館もある。知恵理が笑顔で迎えてくれる薬局があって、加奈ちゃんみたいなイケてる英語の先生がいる高校もある。そんな町並を齋藤先輩がどんどんつくっていく。そういう素敵なこの町をたくさんの人に知ってもらう！」

「紗江、すごいすごい！　それ素敵！　あ、でも祥平がいないよ？」

「祥平はきっと弥生のお尻の下！」

「きゃー！　あはは！」

　知恵理と私は涙が出るほど笑った。

　

「紗江からやっと前向きな発言が出てきたんで私は安心したよ。まったく、長い長い長ーい五月病！」

「長い間、ご心配をおかけしました」

　長かったモヤモヤも晴れてしまえばあっけない。

「だって、私はここが好きだし、やりたいこともここにあるし」

　そして好きな人もここにいるしね。

　

「講義のあと、泳いでるからよかったらおいでよ」

「じゃあ、楽団の練習が終わったら覗きに行く。あ、また遅刻しちゃう！」

　知恵理に手を振って、私はキャンパスを走り出した。

　

　うん、間違ってない、間違ってないよ。

　私は自分の夢を見つけたのだ。

　　

　

　

　

　（終）


　　

この物語はフィクションです。実在するいわき明星大学を舞台にして創作したオリジナル小説ですが、実在する人物・団体とは何ら関わりがありません。
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